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(57)【要約】
【課題】従来、屋外の広いエリアの冷房、暖房が可能な
屋外空気調和装置が無かった。
【解決手段】屋外空気調和装置１００は、一つのケーシ
ング１０の中に、圧縮機１と、熱源側熱交換器６と、第
１ファン７と、利用側熱交換器３と、第２ファン４と、
を収容している。ケーシング１０には、熱源側熱交換器
６を通過した空気を、上方に向かって吹出す第１吹出し
口２９と、第１吹出し口２９よりも下で、利用側熱交換
器３を通過した空気を、横方向に向かって吹出す第２吹
出し口３１ａ～３１ｄと、が形成されている。
【選択図】図３Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屋外で使用される空気調和装置（１００）であって、
　圧縮機（１）と、
　熱源側熱交換器（６）と、
　前記熱源側熱交換器に空気を通すための第１ファン（７）と、
　利用側熱交換器（３）と、
　前記利用側熱交換器に空気を通すための第２ファン（４）と、
　前記圧縮機、前記熱源側熱交換器、前記第１ファン、前記利用側熱交換器、および、前
記第２ファンを収容するケーシング（１０）と、を備え、
　前記ケーシングには、
　前記熱源側熱交換器を通過した空気を、前記ケーシングの外部上方に向かって吹出す第
１吹出し口（２９）と、
　前記第１吹出し口よりも下に配置された吹出し口であって、前記利用側熱交換器を通過
した空気を、前記ケーシングの外部横方向に向かって吹出す第２吹出し口（３１ａ～３１
ｄ）と、
が形成されている、屋外空気調和装置。
【請求項２】
　前記第１吹出し口は、前記ケーシングの上面に配置されている、
請求項１に記載の屋外空気調和装置。
【請求項３】
　前記第１吹出し口が、前記屋外空気調和装置の据付設置面から、１．６ｍ以上３ｍ以下
の高さに配置されている、請求項１または２に記載の屋外空気調和装置。
【請求項４】
　前記第２吹出し口が、前記屋外空気調和装置の据付設置面から、０．２ｍ以上１．６ｍ
以下の高さに配置されている、請求項１～３のいずれか１項に記載の屋外空気調和装置。
【請求項５】
　前記熱源側熱交換器は、前記利用側熱交換器よりも上に配置されている、
請求項１～４のいずれか１項に記載の屋外空気調和装置。
【請求項６】
　前記熱源側熱交換器は、前記利用側熱交換器よりも下に配置されている、
請求項１～４のいずれか１項に記載の屋外空気調和装置。
【請求項７】
　前記第２吹出し口を出た風の風速は、１２ｍ／ｓ以上、１８ｍ／ｓ以下である、
請求項１～６のいずれか１項に記載の屋外空気調和装置。
【請求項８】
　前記第２吹出し口の風量は、２５ｍ３／ｍｉｎ以上４０ｍ３／ｍｉｎ以下である、
請求項１～７のいずれか１項に記載の屋外空気調和装置。
【請求項９】
　前記第２吹出し口は、複数である、
請求項１～８のいずれか１項に記載の屋外空気調和装置。
【請求項１０】
　前記ケーシングは、３以上の側面を有し、
　前記側面は、それぞれ、前記第２吹出し口を備えている、
請求項９に記載の屋外空気調和装置。
【請求項１１】
　前記第１ファンを駆動する第１モータと、
　前記第２ファンを駆動し、前記第１モータと異なる第２モータとを、さらに備えた、
請求項１～１０のいずれか１項に記載の屋外空気調和装置。
【請求項１２】
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　前記屋外空気調和装置は、冷房運転、または、暖房運転を切り換えて運転可能である、
請求項１～１１のいずれか１項に記載の屋外空気調和装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　屋外で使用される空気調和装置。
【背景技術】
【０００２】
　利用側熱交換器、および、熱源側熱交換器を、一つの筐体に備えた、空気調和装置が知
られている。従来の空気調和装置は、一般に、室内の局部的空間の冷房、除湿などに用い
られていた。たとえば、特許文献１（特開２００６－２４２５１０号公報）は、凝縮器、
蒸発器を一つの筐体の中に備え、局所的な冷房と除湿を行うことを想定した空気調和装置
を開示している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　近年、屋外イベントは増加しており、屋外イベント会場や飲食店のテラス席等、屋外空
気調和装置の要望が高まってきている。屋外空気調和装置には、従来の室内空気調和装置
にはなかった広いエリアの冷房、または、暖房が求められている。
【０００４】
　特許文献１の空気調和装置は、凝縮器を通った空気を後方に排気している。しかしなが
ら屋外の冷房または暖房を考えると、必ずしもこのような排気方法は適切でない。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　第１観点の屋外空気調和装置は、屋外で使用される空気調和装置である。空気調和装置
は、圧縮機と、熱源側熱交換器と、第１ファンと、利用側熱交換器と、第２ファンと、ケ
ーシングと、を備えている。第１ファンは、熱源側熱交換器に空気を通すためのものであ
る。第２ファンは、利用側熱交換器に空気を通すためのものである。ケーシングは、圧縮
機と、熱源側熱交換器と、第１ファンと、利用側熱交換器と、第２ファンとを、収容して
いる。ケーシングには、第１吹出し口と、第２吹出し口とが形成されている。第１吹出し
口は、熱源側熱交換器を通過した空気を、ケーシングの外部上方に向かって吹出す。第２
吹出し口は、第１吹出し口よりも下に配置された吹出し口である。第２吹出し口は、利用
側熱交換器を通過した空気を、ケーシングの外部横方向に向かって吹出す。
【０００６】
　なお、ケーシングは、支柱と、底板と、天板と、を有していることが好ましい。
【０００７】
　第１観点の屋外空気調和装置は、利用側熱交換器を通過した空気をユーザーがいる方向
へ、熱源側熱交換器を通過した空気をユーザーのいない上方へ排気することができる。
【０００８】
　第２観点の屋外空気調和装置は、第１観点の空気調和装置であって、第１吹出し口は、
ケーシングの上面に配置されている。
【０００９】
　第２観点の屋外空気調和装置は、ケーシングの上面に第１吹出し口が設けられており、
第１吹出し口から外部上方に向かって、熱源側熱交換器６を通過した空気が吹出されるの
で、よりユーザーに排気が到達しにくい。
【００１０】
　第３観点の屋外空気調和装置は、第１観点または第２観点の屋外空気調和装置であって
、第１吹出し口が、屋外空気調和装置の据付設置面から、１．６ｍ以上３ｍ以下の高さに
配置されている。
【００１１】
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　第３観点の屋外空気調和装置は、第１吹出し口２９が、据付設置面から高い位置に設け
られているので、排気を効率よく上空に導くことができる。
【００１２】
　第４観点の屋外空気調和装置は、第１観点～第３観点のいずれかの屋外空気調和装置で
あって、第２吹出し口が、屋外空気調和装置の据付設置面から、０．２ｍ以上１．６ｍ以
下の高さに配置されている。
【００１３】
　第４観点の屋外空気調和装置は、第２吹出し口が据付設置面から適当な高さに配置され
、かつ、横方向に吹出されるため、比較的離れた位置まで、調和空気を到達させることが
できる。
【００１４】
　第５観点の屋外空気調和装置は、第１観点～第４観点のいずれかの屋外空気調和装置で
あって、熱源側熱交換器は、利用側熱交換器よりも上に配置されている。
【００１５】
　第５観点の屋外空気調和装置は、熱源側熱交換器と第１吹出し口の距離を短くすること
ができる。
【００１６】
　第６観点の屋外空気調和装置は、第１観点～第４観点のいずれかの屋外空気調和装置で
あって、熱源側熱交換器は、利用側熱交換器よりも下に配置されている。
【００１７】
　第６観点の屋外空気調和装置は、利用側熱交換器で発生した水を熱源側熱交換器で利用
する場合、簡単な構成で実現することができる。
【００１８】
　第７観点の屋外空気調和装置は、第１観点～第６観点のいずれかの屋外空気調和装置で
あって、第２吹出し口を出た風の風速は、１２ｍ／ｓ以上、１８ｍ／ｓ以下である。
【００１９】
　第７観点の屋外空気調和装置は、第２吹出し口を出た風が遠方まで到達することができ
、広いエリアの空気調和を実現できる。
【００２０】
　第８観点の屋外空気調和装置は、第１観点～第７観点のいずれかの屋外空気調和装置で
あって、第２吹出し口の風量は、２５ｍ３／ｍｉｎ以上４０ｍ３／ｍｉｎ以下である。な
お、ここで風量とは、第２吹出し口が複数あるときは、それらを合算した運転時の風量で
ある。また、風量が複数段階で変更できるときは、そのいずれかの段階の風量である。
【００２１】
　第９観点の屋外空気調和装置は、第１観点～第８観点のいずれかの屋外空気調和装置で
あって、第２吹出し口は、複数である。
【００２２】
　第９観点の屋外空気調和装置は、空気調和装置の周囲の複数の方向の空気調和が可能で
ある。
【００２３】
　第１０観点の屋外空気調和装置は、第９観点の屋外空気調和装置であって、ケーシング
は、３以上の側面を有し、側面は、それぞれ、第２吹出し口を備えている。
【００２４】
　第１０観点の屋外空気調和装置は、少なくとも３方向に利用側熱交換器３を通過した風
を吹出すことができ、屋外空気調和装置１００周辺の広いエリアの空気調和が可能になる
。
【００２５】
　第１１観点の屋外空気調和装置は、第１観点～第１０観点のいずれかの屋外空気調和装
置であって、第１モータと第２モータとをさらに備えている。第２モータは第１モータと
別である。第１モータは、第１ファンを駆動する。第２モータは、第２ファンを駆動する
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。
【００２６】
　第１１観点の屋外空気調和装置は、第１ファンと、第２ファンを、別々のモータで駆動
させるので、第１ファンと第２ファンを別々に制御することができ、気象条件、ニーズ、
装置の状態に応じた効率的な空気調和ができる。
【００２７】
　第１２観点の屋外空気調和装置は、第１観点～第１１観点のいずれかの屋外空気調和装
置であって、冷房運転、または、暖房運転を切り換えて運転可能である。
【００２８】
　第１２観点の屋外空気調和装置は、冷房運転、または、暖房運転を切り換えて運転可能
であるため、長いシーズンの間利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】第１実施形態の屋外空気調和装置１００の冷媒回路を示す図。
【図２】第１実施形態の屋外空気調和装置１００の外観斜視図。
【図３Ａ】第１実施形態の屋外空気調和装置１００の内部の構成を示す斜視図。
【図３Ｂ】第１実施形態の屋外空気調和装置１００の内部の構成を示す縦断面図。
【図４】第１実施形態の屋外空気調和装置１００の吹出し口３１ａ、３１ｄ付近の構成を
示す拡大斜視図。
【図５】第２実施形態の屋外空気調和装置１０１の外観斜視図。
【図６】第２実施形態の吹出し口３１ｂ、３１ｃ付近を示す斜視図
【図７Ａ】第２実施形態のパネル３００の図。
【図７Ｂ】第２実施形態のフラップユニット４０の図。
【図７Ｃ】第２実施形態の枠体２５を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　＜第１実施形態＞
　（１）屋外空気調和装置１００の冷媒回路の構成
　第１実施形態の屋外空気調和装置１００の冷媒回路を図１に、外観の斜視図を図２に示
す。本実施形態の屋外空気調和装置は、屋外に配置され、ヒートポンプを用いて、屋外の
暖房、冷房、除湿などを行う空気調和装置である。ここで、屋外とは、外気にさらされる
空間を意味する。たとえば、公園、野外競技場など、屋根の無いところの場合もあれば、
屋根がある戸外空間、東屋や、ベランダのような場所であってもよい。
【００３１】
　屋外空気調和装置１００は、冷房、または、除湿のみを行う冷房専用機であってもよい
。屋外空気調和装置１００は、暖房のみを行う、暖房専用機であってもよい。屋外空気調
和装置１００は、冷房、除湿に加えて、暖房を行う、空気調和装置であってもよい。
【００３２】
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、図１に示すような冷媒回路全体を一つのケー
シングの中に含む、空気調和装置である。屋外空気調和装置１００は、図１に示すように
、圧縮機１、アキュムレーター８、四方切換弁２、利用側熱交換器３、膨張弁５、熱源側
熱交換器６を備えている。これらの機器は、配管で接続され、冷媒は各機器を循環して、
蒸気圧縮式の冷凍サイクルが行われる。屋外空気調和装置１００は、さらに、利用側熱交
換器３、熱源側熱交換器６にそれぞれ空気を送る第２ファン４、第１ファン７を備えてい
る。つまり、本実施形態の利用側熱交換器３、熱源側熱交換器６は、ともに、冷媒と空気
で熱交換を行う熱交換器である。
【００３３】
　冷房、除湿の場合は、利用側熱交換器３、熱源側熱交換器６は、それぞれ冷凍サイクル
の蒸発器、凝縮器として機能する。暖房の場合は、利用側熱交換器、熱源側熱交換器は、
それぞれ凝縮器、蒸発器として機能する。冷房と暖房の切換は、四方切換弁２の切換によ
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り冷媒の流れを変更することにより、行われる。屋外空気調和装置１００が冷房専用機で
ある場合には、四方切換弁２は不要である。屋外空気調和装置１００が暖房専用機である
場合には、デフロスト運転のために、四方切換弁２を備えていてもよい。
【００３４】
　屋外空気調和装置１００において用いる冷媒としては、たとえば、Ｒ３２単体、Ｒ３２
を含む混合冷媒である。Ｒ３２を含む混合冷媒の例としては、Ｒ４５２Ｂ、Ｒ４１０Ａ、
Ｒ４５４Ｂである。Ｒ４５２Ｂは、Ｒ３２が６７．０ｗｔ％、Ｒ１２５が７．０ｗｔ％、
Ｒ１２３４ｙｆが２６．０％である。Ｒ４１０Ａは、Ｒ３２が５０ｗｔ％、Ｒ１２５が５
０ｗｔ％である。Ｒ４５４Ｂは、Ｒ３２が７２．５ｗｔ％、Ｒ１２３４ｙｆが２７．５ｗ
ｔ％である。
【００３５】
　（２）屋外空気調和装置１００の各機器の配置
　屋外空気調和装置１００の外観の斜視図を図２に、化粧板、一部の支柱等を取り除いて
、主な内部の構成を表示した斜視図、縦断面図を図３Ａ、３Ｂに、吹出し口３１ａ付近の
詳細な斜視図を図４に示す。
【００３６】
　本実施形態の空気調和装置１００では、ケーシング１０の中に、圧縮機１、熱源側熱交
換器６、利用側熱交換器３、第１ファン７、第２ファン４が収容されている。ケーシング
１０は、水平断面が、略正方形の直方体形状を有している。水平断面は、多角形、長方形
であってもよい。円形であってもよい。ケーシング１０は、４本の支柱１１ａ～１１ｄと
、天板１３と底板１２とを有している。またケーシング１０の内部の空間は中間板１４～
１７によって仕切られている。中間板は、ケーシング１０の構造の補強にも寄与している
。中間板１４～１７は設計により適宜の枚数、適宜の位置に配置される。４本の支柱１１
ａ～１１ｄは、上面視水平な正方形の四隅に、鉛直に配置されている。天板１３、底板１
２、および複数の中間板１４、１５、１６、１７は、４本の支柱１１ａ～１１ｄに固定さ
れている。
【００３７】
　ケーシング１０の４側面２０ａ～２０ｄの外側には、化粧板２０１、２０２が取り付け
られている。化粧板２０１、２０２は複数の孔が形成されており、孔を通じて空気が流通
可能になっている。各側面２０ａ～２０ｄの化粧板は、上化粧板２０１、下化粧板２０２
に分割されている。
【００３８】
　ケーシング１０の内部には、上から順に、第１ファン７、熱源側熱交換器６、第２ファ
ン４、利用側熱交換器３、圧縮機１が配置されている。第１ファン７は、熱源側熱交換器
６に空気を流通させる。第２ファン４は、利用側熱交換器３に空気を流通させる。底板１
２と中間板１７の間には、圧縮機１だけでなく、アキュムレーター８が配置されている。
【００３９】
　底板１２のさらに下には、４つのキャスターが取り付けられている。したがって、屋外
空気調和装置１００は、移動可能である。また、図４に示すように、吹出し口の下部の４
側面２０ａ～２０ｄに、把手５１が配置されている。把手５１は、パネル５２に取り付け
られている。パネル５２は、ケーシング１０に取り付けられている。把手５１は、人が屋
外空気調和装置１００を移動させる際に、把手５１に手を入れて動かすことができる。ま
た、屋外空気調和装置の空調運転時には、把手５１にはカバー５３がつけられており、ユ
ーザーが簡単に把手５１に手を入れることが無いようになっている。
【００４０】
　第１ファン７は、プロペラファンである。ターボファン、シロッコファンであってもよ
い。第１ファン７は、天板１３の中央部に吹出し口２９を開けて、天板の中央部から上方
に空気を排出できるように取り付けられている。図示されていないが天板１３の中央部の
吹出し口２９にはさらにメッシュ状の板が配置されている。
【００４１】
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　熱源側熱交換器６は、冷媒を流通させる伝熱管と、冷媒と空気との熱交換を推進する金
属製フィンを含んでいる。熱源側熱交換器６は、ケーシング１０の４側面２０ａ～２０ｄ
の全ての面に配置されている。冷媒は、すべての側面２０ａ～２０ｄを通過させる必要は
無い。たとえば、２側面ごとに２つに分離して、冷媒を分配して流通させてもよい。また
。必ずしも４側面２０ａ～２０ｄ全てに熱源側熱交換器６を配置しなくてもよい。３つの
面、２つの面、１つの面だけに配置してもよい。
【００４２】
　第２ファン４は、ターボファンである。プロペラファン、シロッコファンであってもよ
い。第２ファン４は、中間板１５、１６の間に、中間板１５の中央部に吊り下げるように
取り付けられている。第２ファン４は、第１ファン７のモータと別のモータで駆動され、
独立に制御可能である。
【００４３】
　利用側熱交換器３は、冷媒を空気と熱交換させながら流通させる伝熱管と、冷媒と空気
との熱交換を促進する金属製フィンとを含んでいる。利用側熱交換器３は、ケーシング１
０の４側面２０ａ～２０ｄの全ての面に配置されている。冷媒は、すべての面を通過させ
る必要は無い。たとえば、２側面ごとに２つに分離して、冷媒を分配して流通させてもよ
い。また。必ずしも４つの側面２０ａ～２０ｄ全てに利用側熱交換器３を配置しなくても
よい。３つの面、２つの面、１つの面だけに配置してもよい。
【００４４】
　（３）屋外空気調和装置１００における空気を流す構成と、空気の流れの説明
　（３－１）利用側熱交換器３側の空気の流れ
　図面を参照して、利用側熱交換器３側の空気の流れを詳細に説明する。図３Ａ、３Ｂに
は、本実施形態の屋外空気調和装置１００における、主な空気の流れを矢印に示してある
。図４は吹出し口３１ａ、３１ｄ付近の詳細を示す図である。
【００４５】
　第２ファン４が運転されると、空気は、屋外空気調和装置１００の外部、４側面２０ａ
～２０ｄの利用側熱交換器３の前面から、下化粧板２０２を通過して、中間板１６、１７
の間の空間に取り込まれる。空気は、利用側熱交換器３を通過し、利用側熱交換器３にお
いて、冷媒と熱交換を行う。冷媒によって加熱または冷却された空気は、ベルマウス２６
の内側、第２ファン４を通過し、中間板１５、１６の間の空間へ移動する。さらに、第２
ファン４によって、空気は、４側面２０ａ～２０ｄに設けられた吹出し口３１ａ～３１ｄ
から外の空間に、横方向に吹出される。吹出し口３１ａ～３１ｄは、ケーシング１０に形
成された穴である。ここで横方向とは、水平方向±３０°で定義する。本実施形態の屋外
空気調和装置１００は、フラップ４０２を有しており、水平方向と、水平方向±３０°よ
り広い角度に空気を吹出すことができる。フラップ４０２は、パネル５２に取り付けられ
ている。フラップの向きを変更することにより、ある方向だけ全閉にして、特定の方向だ
け空気の吹出しを封止することもできる。また、吹出し口３１ａ～３１ｄに用いる部材、
フラップ４０２などは、耐候性材料を用いるか、表面に耐候性処理を施すのが好ましい。
ここで耐候性材料の例としては、アクリロニトリルスチレン重合体などであるが、これに
限定されない。
【００４６】
　（３－２）熱源側熱交換器６側の空気の流れ
　第１ファン７が運転されると、空気は、屋外空気調和装置１００の外部の、熱源側熱交
換器６が配置されている前面から、上化粧板２０１を通過して、中間板１４、１５の間の
空間に、取り込まれる。外気は、４側面２０ａ～２０ｄにおいて、取り込まれる。外部か
ら取り込まれた空気は、熱源側熱交換器６を通過して、冷媒と熱交換を行う。冷媒によっ
て、加熱または冷却された空気は、屋外空気調和装置１００の内部で第１ファン７、天板
１３の中央の吹出し口２９を通過して、屋外空気調和装置１００の外の上部に、上向きに
吹出される。
【００４７】
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　（４）性能評価測定
　屋外空気調和装置１００について、室温３５℃の条件下で性能評価試験を行った。利用
側熱交換器３は蒸発器として、熱源側熱交換器６は、凝縮器として作動させた。風は、一
方向に吹出させた。吹出し温度は、２２℃である。第２吹出し口３１ａ～３１ｄの地面か
らの高さは１．２５ｍである。風速計としては、無指向性プローブを用いた。
【００４８】
　標準的に、吹出し風速１５．２ｍ／ｓ、吹出し風量８ｍ３／ｍｉｎ（４方に合算すると
３２ｍ３／ｍｉｎ相当）で風を吹出させたところ、次の結果を得た。
【００４９】
　吹出し口から風下へ１．５ｍ離れたところで、温度はほぼ室温と同等になった。なお、
吹出し風量を変化させても、この点は、ほとんど変化が無かった。また、吹出し口から風
下へ３ｍ離れ、床面からの高さ０．５ｍの位置において、風速は、０．９ｍ／ｓであった
。
【００５０】
　今回の実験結果では、吹出し風速１５．２ｍ／ｓ以上、吹出し合算風量、３２ｍ３／ｍ
ｉｎ以上であれば、吹出し口から３ｍ離れた位置で、床面から０．５ｍの高さ位置におい
て、０．８ｍ／ｓ以上の風速を実現することができる。
【００５１】
　（５）特徴
　（５－１）
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、一つのケーシング１０の中に、圧縮機１、熱
源側熱交換器６、利用側熱交換器３、第１ファン７、第２ファン４を備えている。ケーシ
ング１０には、第１吹出し口２９と、第２吹出し口３１ａ～３１ｄとが形成されている。
第１吹出し口２９は、熱源側熱交換器６を通過した空気を、ケーシング１０の外部上方に
向かって吹出す。第２吹出し口３１ａ～３１ｄは、第１吹出し口２９よりも下に配置され
た吹出し口である。第２吹出し口３１ａ～３１ｄは、利用側熱交換器３を通過した空気を
、ケーシング１０の外部横方向に向かって吹出す。
【００５２】
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、利用側熱交換器３を通過した空気をユーザー
がいる方向へ、熱源側熱交換器６を通過した空気をユーザーのいない上方へ排気すること
ができる。
【００５３】
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、ケーシング１０に、利用側熱交換器３を通過
した空気を吹出す第２吹出し口３１ａ～３１ｄが形成されている。別の言い方をすれば、
エアガイドやダクトなどの別の流路を経由せずに、空気が吹出される。そのため、利用側
熱交換器３を通過した空気の風速、風量、温度などが、あまり変化することなく、吹出す
ことができる。そこで、屋外空気調和装置１００の周りの空気を広い範囲に、効率良く空
気調和することができる。
【００５４】
　また、本実施形態の空気調和装置１００は、第２吹出し口３１ａ～３１ｄより、横方向
に、空気を吹出す。したがって、吹出された空気は、空気調和装置１００より比較的離れ
た範囲まで到達することができ、比較的広いエリアの空気調和が可能である。
【００５５】
　さらに、本実施形態の空気調和装置１００においては、第１吹出し口２９は、熱源側熱
交換器６を通過した空気を、ケーシング１０の外部上方に向かって吹出す。したがって、
第１吹出し口の吹出し方向は、第２吹出し口３１ａ～３１ｄの横向きの吹出し方向と、干
渉しにくいように構成されている。この効果は、特に第２吹出し口３１ａ～３１ｄが四方
に向かって吹出す場合には顕著である。
【００５６】
　また、特に冷房の場合には、凝縮器である熱源側熱交換器６を通過した暖気を上空に排
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気することになる。暖気は比較的軽く上に上りやすいので、円滑に排気することができる
。
【００５７】
　（５－２）
　本実施形態の屋外空気調和装置１００においては、第１吹出し口２９は、ケーシング１
０の上面に配置されている。
【００５８】
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、ケーシング１０の上面に第１吹出し口２９が
設けられており、第１吹出し口２９から外部上方に向かって、熱源側熱交換器６を通過し
た空気が吹出されるので、よりユーザーに排気が到達しにくい。
【００５９】
　（５－３）
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、第１吹出し口２９が、屋外空気調和装置１０
０の据付設置面から、１．６ｍ以上３ｍ以下の高さに配置されている。
【００６０】
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、第１吹出し口２９が、据付設置面から高い位
置に設けられているので、排気を効率よく上空に導くことができる。
【００６１】
　（５－４）
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、第２吹出し口３１ａ～３１ｄが、前記屋外空
気調和装置の据付設置面から、０．２ｍ以上１．６ｍ以下の高さに配置されている。
【００６２】
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、第２吹出し口３１ａ～３１ｄが据付設置面か
ら適当な高さに配置され、かつ、横方向に吹出されるため、比較的離れた位置まで、調和
空気を到達させることができる。また、この程度の高さであれば、ユーザーが立っていて
も座っていても上体の近くに、涼風または暖風が当たり、ユーザーに快適性を提供できる
。
【００６３】
　（５－５）
　本実施形態の屋外空気調和装置１００においては、熱源側熱交換器６は、利用側熱交換
器３よりも上に配置されている。
【００６４】
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、熱源側熱交換器６と第１吹出し口２９の距離
を短くすることができる。したがって、ケーシング１０の中に余分な空気のパスをもうけ
る必要が無い。また、利用側熱交換機と第２吹出し口３１ａ～３１ｄの距離も短くできる
。第２吹出し口３１ａ～３１ｄを適当な高さにする構成も容易に選択できる。
【００６５】
　また、本実施形態においては、熱源側熱交換器６と利用側熱交換器３は、離れて配置さ
れている。両熱交換器の間には第２吹出し口３１ａ～３１ｄが配置されている。このよう
な構成のため、両熱交換器の間の断熱は十分である。また一方の熱交換器を通過した空気
がさらに他方の熱交換器と熱交換してしまうといった問題も生じにくい。
【００６６】
　（５－６）
　本実施形態の屋外空気調和装置１００においては、第２吹出し口３１ａ～３１ｄを出た
風の風速は、１２ｍ／ｓ以上、１８ｍ／ｓ以下である。
【００６７】
　したがって、本実施形態の屋外空気調和装置は、第２吹出し口３１ａ～３１ｄを出た風
が遠方まで到達することができ、広いエリアの空気調和を実現できる。風速が１２ｍ／ｓ
未満であると、このように、遠方まで風を到達させることができない。
【００６８】
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　（５－７）
　本実施形態の屋外空気調和装置１００においては、第２吹出し口３１ａ～３１ｄの風量
は、２５ｍ３／ｍｉｎ以上４０ｍ３／ｍｉｎ以下である。
【００６９】
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、第２吹出し口３１ａ～３１ｄを出た風の風量
が２５ｍ３／ｍｉｎ以上であり、広いエリアの空気調和を実現することができる。
【００７０】
　（５－８）
　本実施形態の屋外空気調和装置１００においては、第２吹出し口３１ａ～３１ｄは、複
数である。
【００７１】
　本実施形態の屋外空気調和装置１００においては、空気調和装置１００の周囲の複数の
方向の空気調和が可能である。
【００７２】
　（５－９）
　本実施形態の屋外空気調和装置１００においては、ケーシング１０は、３以上の側面を
有し、側面は、それぞれ、第２吹出し口３１ａ～３１ｄを備えている。複数の第２吹出し
口３１ａ～３１ｄのうち、少なくとも一の第２吹出し口３１ａ～３１ｄを閉じて利用する
ことが可能である。
【００７３】
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、少なくとも３方向に利用側熱交換器３を通過
した風を吹出すことができ、屋外空気調和装置１００周辺の広いエリアの空気調和が可能
になる。
【００７４】
　（５－１０）
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、第１モータと第２モータとをさらに備えてい
る。第２モータは第１モータと別である。第１モータは、第１ファンを駆動する。第２モ
ータは、第２ファンを駆動する。
【００７５】
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、第１ファン７と、第２ファン４を、別々のモ
ータで駆動させるので、第１ファン７と第２ファン４を別々に制御することができ、気象
条件、ユーザーのニーズ、装置の状態に応じた効率的な空気調和ができる。
【００７６】
　（５－１１）
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、冷房運転、または、暖房運転を切り換えて運
転可能である。
【００７７】
　本実施形態の屋外空気調和装置１００は、冷房運転、または、暖房運転を切り換えて運
転可能であるため、長いシーズンの間利用可能である。
【００７８】
　（６）変形例
　（６－１）変形例１Ａ
　第１実施形態においては、ケーシング１０の４側面全てに第２吹出し口３１ａ～３１ｄ
が形成されている場合について説明した。変形例１Ａの屋外空気調和装置では、一つの側
面には、第２吹出し口が形成されていない。その他は第１実施形態と同様である。屋外と
いっても、特定の方向には、冷房または暖房を行う必要が無い場合も当然起こりうる。そ
の場合に、一面に第２吹出し口を設けないようにすれば、より効率よくその他の方面に冷
房、または暖房を行うことができる。また、２側面に第２吹出し口を設けない構成として
もよい。
【００７９】
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　（６－２）変形例１Ｂ
　第１実施形態の屋外空気調和装置１００は、直方体状の形状を有している。変形例１Ｂ
の屋外空気調和装置１００は、円筒状の形状を有している。その他は基本的に第１実施形
態と同様である。すなわち、屋外空気調和装置１００の上面視がほぼ円形である。この場
合、屋外空気調和装置１００の側面は、一つの曲面である。第２吹出し口は、上面視で別
の方向に２以上形成されている。ほぼ円の全周にわたって第２吹出し口が形成されていて
もよい。屋外空気調和装置１００の上面視が楕円形であってもよい。
【００８０】
　（６－３）変形例１Ｃ
　第１実施形態の屋外空気調和装置１００においては、利用側熱交換器３はケーシング１
０の４面に配置されている。変形例１Ｃの屋外空気調和装置１００においては、ケーシン
グ１０の３側面のみに、利用側熱交換器３は配置されている。また、利用側熱交換器３の
第２吹出し口と、その吸込み口と、熱源側熱交換器６と、その吸込み口は、同一の３側面
のみに形成または配置されている。その他は第１実施形態と同様である。
【００８１】
　変形例１Ｃの屋外空気調和装置１００は、このような構成にすることにより、コストを
削減できる。また、屋外であっても、たとえば、壁際に空気調和装置を配置する場合に熱
交換器に無駄な構成が無い。
【００８２】
　変形例１Ｃの屋外空気調和装置１００は、３側面に形成する場合であるが、２側面であ
っても同様である。
【００８３】
　また、変形例１Ｃは、利用側熱交換器３と、その吹出し口と、その吸込み口と、熱源側
熱交換器６と、その吸込み口とが、同一の３側面のみに配置または形成されている場合に
ついて説明したが、揃って、３側面に構成されていなくてもよい。たとえば、利用側熱交
換器３だけを３側面にすれば、その分、コストを削減することができる。
【００８４】
　（６－４）変形例１Ｄ
　第１実施形態では、熱源側熱交換器６は利用側熱交換器３の上に配置されている。変形
例１Ｄの場合、熱源側熱交換器６は利用側熱交換器３の下に配置されている。しかし、第
１吹出し口２９と第２吹出し口３１ａ～３１ｄの位置は、第１実施形態と変更は無い。そ
のために、変形例１Ｄでは、熱源側熱交換器６を通過した空気の吹出し口２９と熱源側熱
交換器を結ぶダクトを利用している。その他は、第１実施形態と同様である。両熱交換器
の間に、第２吹出し口３１ａ～３１ｄが配置されているのも同様である。
【００８５】
　変形例１Ｄの場合、冷房時に次のようなメリットがある。冷房時、利用側熱交換器３で
ある蒸発器においては、空気中の水分が凝縮して水滴が発生する。この水を一部熱源側熱
交換器６に垂らす事により、システムの効率が向上する。変形例１Ｄにおいては、利用側
熱交換器３である蒸発器が、熱源側熱交換器６である凝縮器の上に配置されているために
、上から下へ水の輸送が簡単にできる。
【００８６】
　＜第２実施形態＞
　（７）第２実施形態の屋外空気調和装置１０１の構成
　第２実施形態の屋外空気調和装置１０１の構成を図面を用いて説明する。図５は、本実
施形態の屋外空気調和装置１０１の外観斜視図、図６は、屋外空気調和装置１０１の吹出
し口３１ｂ、３１ｃ付近を示す斜視図、図７Ａ～図７Ｃは、吹出し口３１ａ～３１ｄに配
置される吹出し口部材３０の図である。図７Ａはパネル３００、図７Ｂはフラップユニッ
ト４０、図７Ｃは枠体２５を示している。
【００８７】
　（７－１）全体構成
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　第２実施形態の屋外空気調和装置１０１の冷媒回路の構成、ケーシング１０とその内部
の各機器の構成は、第１実施形態の屋外空気調和装置１００の図１、３Ａ、３Ｂに開示さ
れたものと同じである。異なるのは、主に、吹出し口３１ａ～３１ｄに配置される、吹出
し口部材３０の構成である。第１実施形態と異なる点を中心に以下に詳しく説明する。
【００８８】
　（７－２）利用側熱交換器３側の吹出し口３１ａ～３１ｄの周囲の詳細構成
　本実施形態では、吹出し口３１ａ～３１ｄには、吹出し口部材３０が配置されている。
吹出し口部材３０は、枠体２５と、パネル３００、フラップユニット４０を有している。
【００８９】
　枠体２５は、図７Ｃに示す形状の金属板である。枠体２５は、支柱１１ａ～１１ｄに取
り付けられている。枠体２５は、４側面２０ａ～２０ｄに対応して、４つの孔を形成して
いる。枠体２５は、２つの穴を形成する第１部品２５ａ、第２部品２５ｂを有する。枠体
２５の孔には、それぞれ、４つのパネル３００が取り付けられている。
【００９０】
　パネル３００は、樹脂製である。図７Ａに示すように、一つのパネル３００には、４つ
の孔３０１が形成されている。孔３０１には、それぞれ、フラップユニット４０が取り付
けられている。
【００９１】
　パネル３００、または、フラップユニット４０には、表面に耐候性処理を施してもよい
。ここで耐候性素材の例としては、アクリロニトリルスチレン重合体などであるが、これ
に限定されない。
【００９２】
　フラップユニット４０は、図７Ｂに示すように、第１フラップ４０１、第２フラップ４
０２、風向調整つまみ４０３を有している。フラップユニット４０のフラップ４０１、４
０２の間の隙間、または、フラップ４０１、４０２と、フラップの周りの枠の間の隙間か
ら空気が吹出される。フラップユニット４０は樹脂製である。金属製であってもよい。第
１フラップ４０１は、第２フラップ４０２よりも外側に配置されている。第１フラップ４
０１は、水平方向の空気の吹出し方向を変更することができる。第２フラップ４０２は、
鉛直方向の空気の吹出し方向を変更することができる。なお、本実施形態においては、同
一のフラップユニット４０に属する複数の第１フラップ４０１は、同一の方向を向くよう
に設計されている。第２フラップ４０２も同様である。風向調整つまみ４０３を上下に動
かすことにより、第２フラップ４０２の傾きを変更し、風向きを上下に変更することがで
きる。風向調整つまみ４０３を左右に動かすことにより、第１フラップ４０１の傾きを変
更し、風向きを左右に変更することができる。風向調整つまみ４０３を動かすことにより
、吹出し口を塞ぐこともできる。本実施形態では、４側面２０ａ～２０ｄにそれぞれ４つ
のフラップユニット４０が配置されている。各フラップユニット４０は、独立に風向調整
つまみ４０３を動かすことにより、風向きを調整、封鎖することができる。
【００９３】
　フラップ４０１、４０２の向きは、本実施形態のように、手動で制御されてもよいし、
自動制御されていてもよい。フラップ４０１、４０２を手動で操作するためには、風向調
整つまみ４０３に外部からアクセスできる必要がある。そのため、たとえば、化粧板の風
向調整つまみ４０３の前面に当たる部分は、穴が開けられていてもよい。化粧板が取り外
しできる、または、開状態にできてもよい。自動制御の例としては、ある側面から吹出さ
れる風向を時間に合わせて、変更してもよい。あるいは、ユーザーのスイッチ操作で、あ
る側面からの吹出し口からの吹出しを封止してもよい。
【００９４】
　実施形態２の屋外空気調和装置も、実施形態１の（５－１）～（５－１１）で説明した
全ての特徴を有している。
【００９５】
　以上、本開示の実施形態を説明したが、特許請求の範囲に記載された本開示の趣旨及び
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【符号の説明】
【００９６】
１００、１０１　屋外空気調和装置
１　　　　　　　圧縮機
２　　　　　　　四方切換弁
３　　　　　　　利用側熱交換器
４　　　　　　　第２ファン
５　　　　　　　膨張弁
６　　　　　　　熱源側熱交換器
７　　　　　　　第１ファン
８　　　　　　　アキュムレーター
１０　　　　　　ケーシング
１１ａ～１１ｄ　支柱
１２　　　　　　底板
１３　　　　　　天板
１４～１７　　　中間板
２０ａ～２０ｄ　側面
２０１、２０２　化粧板
２５　　　　　　枠体
２９　　　　　　第１吹出し口
３０　　　　　　吹出し口部材
３１ａ～３１ｄ　第２吹出し口
４０　　　　　　フラップユニット
４０１、４０２　フラップ
５２、３００　　パネル
【先行技術文献】
【特許文献】
【００９７】
【特許文献１】特開２００６－２４２５１０号公報



(14) JP 2020-3179 A 2020.1.9

【図１】 【図２】

【図３Ａ】 【図３Ｂ】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７Ａ】
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【図７Ｂ】 【図７Ｃ】

【手続補正書】
【提出日】令和1年10月10日(2019.10.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屋外で使用される空気調和装置（１００）であって、
　圧縮機（１）と、
　熱源側熱交換器（６）と、
　前記熱源側熱交換器に空気を通すための第１ファン（７）と、
　利用側熱交換器（３）と、
　前記利用側熱交換器に空気を通すための第２ファン（４）と、
　前記圧縮機、前記熱源側熱交換器、前記第１ファン、前記利用側熱交換器、および、前
記第２ファンを収容するケーシング（１０）と、を備え、
　前記第２ファンは、ターボファンであり、かつ、前記利用側熱交換器より上に配置され
ており、
　前記ケーシングには、
　前記熱源側熱交換器を通過した空気を、前記ケーシングの外部上方に向かって吹出す第
１吹出し口（２９）と、
　前記第１吹出し口よりも下に配置された吹出し口であって、前記利用側熱交換器を通過
した空気を、前記ケーシングの外部横方向に向かって吹出す複数の第２吹出し口（３１ａ
～３１ｄ）と、
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が形成されており、
　前記利用側熱交換器を通過した空気は、前記第２ファンの横方向に向かって吹出される
、屋外空気調和装置。
【請求項２】
　前記第１吹出し口は、前記ケーシングの上面に配置されている、
請求項１に記載の屋外空気調和装置。
【請求項３】
　前記第１吹出し口が、前記屋外空気調和装置の据付設置面から、１．６ｍ以上３ｍ以下
の高さに配置されている、請求項１または２に記載の屋外空気調和装置。
【請求項４】
　前記第２吹出し口が、前記屋外空気調和装置の据付設置面から、０．２ｍ以上１．６ｍ
以下の高さに配置されている、請求項１～３のいずれか１項に記載の屋外空気調和装置。
【請求項５】
　前記熱源側熱交換器は、前記利用側熱交換器よりも上に配置されている、
請求項１～４のいずれか１項に記載の屋外空気調和装置。
【請求項６】
　前記熱源側熱交換器は、前記利用側熱交換器よりも下に配置されている、
請求項１～４のいずれか１項に記載の屋外空気調和装置。
【請求項７】
　前記第２吹出し口を出た風の風速は、１２ｍ／ｓ以上、１８ｍ／ｓ以下である、
請求項１～６のいずれか１項に記載の屋外空気調和装置。
【請求項８】
　前記第２吹出し口の風量は、２５ｍ３／ｍｉｎ以上４０ｍ３／ｍｉｎ以下である、
請求項１～７のいずれか１項に記載の屋外空気調和装置。
【請求項９】
　前記ケーシングは、３以上の側面を有し、
　前記側面は、それぞれ、前記第２吹出し口を備えている、
請求項１～８に記載の屋外空気調和装置。
【請求項１０】
　前記第１ファンを駆動する第１モータと、
　前記第２ファンを駆動し、前記第１モータと異なる第２モータとを、さらに備えた、
請求項１～９のいずれか１項に記載の屋外空気調和装置。
【請求項１１】
　前記屋外空気調和装置は、冷房運転、または、暖房運転を切り換えて運転可能である、
請求項１～１０のいずれか１項に記載の屋外空気調和装置。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】

【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３Ａ
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３Ａ】
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